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補正予算の査定中！

防災意識を高め、安全・安心な愛南町を！
(防災意識啓発講演会にて)

第54回社会を明るくする運動作文コンテストで松山保護観察

所長賞を受賞された岩上彩
あやか

佳さん（南宇和高１年）

5・6月の町長の動き

目    次

表紙　　　　　　　　　　　　１

目次・町長の動き　　　　　　２

特集「広報編集委員紹介」３～５

愛南防災最前線　　　　　６～７

第２回町議会定例会他　　　　８

役場からのお知らせ　　　９～14

ニコニコあいなんアイランド  15

公民館だより　　　　　　16～17

タウンニュース　　　　　18～19

ＳＣＨＯＯＬ  ＮＯＷ　 　　　　20

生活得々情報　　　　　　21～23

愛は南から…、愛南町他　　　24

Vol.10  平成17年7月号広 報

★今月の表紙の写真★
　「第１回あいなん学生音楽祭」のワンシーンです。イベント全体を通して、南宇和高校吹奏楽部員
の礼儀正しい行動、澄んだ目、元気なあいさつなど、受け手側までもが、とても清々しい気分にな
り、心の洗濯をさせていただきました。この吹奏楽部は、今が旬、まさに、愛南の誇れるブランドの
一つとなっています。

　

５
月
は
、
愛
南
ブ
ラ
ン
ド
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

局
の
取
材
が
あ
り
、
谷
口
町
長
が

「
御
荘
湾
立
て
干
し
網
」
や
「
愛
南

か
つ
お
フ
ェ
ア
」
で
、
愛
媛
大
学

の
先
生
他
の
学
識
経
験
者
の
方
々

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
来
年
度

以
降
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
手
法
等

に
つ
い
て
検
討
い
た
だ
い
た
こ
と

な
ど
を
話
し
ま
し
た
。（
26
日
）

　

こ
の
他
、
伊
予
市
で
開
催
さ
れ

た
愛
媛
県
四
国
縦
貫
・
横
断
自
動

車
道
建
設
促
進
協
議
会
（
31
日
）

に
出
席
し
ま
し
た
。

　

６
月
は
、
深
浦
小
学
校
の
プ
ー

ル
落
成
式（
４
日
）、
全
国
高
速
道

路
建
設
協
議
会
総
会
（
7
日
、
東
京

都
）
、
農
業
委
員
会
総
会
（
９
日
）

に
出
席
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
回
議
会
定
例
会
が

開
催
さ
れ
、
合
併
記
念
イ
ベ
ン
ト

や
雇
用
創
造
事
業
、
防
災
対
策
等

の
補
正
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。（
15
日
〜
22
日
）
こ
の
他
、
職

員
に
よ
る
「
町
総
合
計
画
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
の
第
１
回
検

討
会
（
16
日
）
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
10
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
地
区
別
懇
談
会
も
、
西
海
地

域
懇
談
会
（
21
日
、
福
浦
公
民

館
）
を
も
っ
て
全
14
回
の
日
程
を

終
了
し
ま
し
た
。
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特集
1

広
報
「
あ
い
な
ん
」

編
集
委
員
、
決
ま
る
！

新
し
い
広
報
「
あ
い
な
ん
」
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
広
報
編
集
委
員
さ
ん
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
庁
舎
会
議
室
で
、
第
１
回
広
報

「
あ
い
な
ん
」
編
集
委
員
会
が
あ
り
、
谷
口
町

長
か
ら
公
募
で
募
っ
た
各
委
員
に
委
嘱
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

谷
口
町
長
が
、
各
委
員
に
対
し
て
「
皆
さ
ん

の
個
性
・
感
性
を
生
か
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り

身
近
で
親
し
み
の
あ
る
広
報
紙
づ
く
り
を
し
て

く
だ
さ
い
」
と
、
激
励
と
お
願
い
の
あ
い
さ
つ

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
木
原
広
報
広
聴
室
長
よ
り
、
広
報

「
あ
い
な
ん
」
の
編
集
作
業
等
に
つ
い
て
、
各

地
域
の
人
物
や
史
跡
な
ど
、
編
集
委
員
の
目
線

で
テ
ー
マ
を
選
定
し
て
い
た
だ
き
、
独
自
の
視

点
で
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

委
員
各
位
も
、
期
待
と
不
安
が
交
錯
し
て
い

た
よ
う
で
す
が
、「
愛
南
町
の
元
気
人
な
ど
を

取
り
上
げ
て
は
？
」
と

か
、「
全
国
で
3
機
し
か
実
在
し
な
い
「
紫
電
改
」

の
話
を
取
り
上
げ
て
は
？
」
な
ど
と
、
早
く
も

活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
印
象
を
受
け
、
今
後
の

活
躍
ぶ
り
を
予
感
し
ま
し
た
。

来
月
号
か
ら
は
、
編
集
委
員
の
方
々
の
特

集
記
事
を
随
時
掲
載
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。（
委
員
さ

ん
の
紹
介
は
、
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
）
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広
報
広
聴
室
で
は
、
広
報
「
あ
い
な
ん
」
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
住
民
の
方
々
が
思
わ
ず
手
に
と
っ
て
見

て
み
た
い
！
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
斬
新
な
雑
誌
感
覚
で
読
ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
広
報
編
集
委
員
の
方
々
と
共
に
、
お
互
い
の
違
っ
た
視
点
を
受
け
入
れ
、「
よ
り
身
近
で
、

広
報
「
あ
い
な
ん
」
新
た
な
る
旅
立
ち
・
・
・
・

縁
あ
っ
て
、
愛
の
あ
る
南
の
町

に
身
を
寄
せ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

か
ら
、
お
陰
さ
ま
で
２７
年
目
に
な

り
ま
す
。
こ
の
間
、
お
世
話
に
な

っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
は
数
知
れ
ま

せ
ん
。
今
は
、
感
謝
！
感
謝
！
の

気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
、

お
お
ら
か
な
海
に
囲
ま
れ
、
海
を

眺
め
て
い
る
だ
け
で
、
狭
い
心
が

解
き
放
た
れ
て
救
わ
れ
る
毎
日
で

す
。
蟹
座
の
私
は
、
こ
の
海
な
し

で
は
暮
ら
し
て
い
け
ま
せ
ん
。
こ

の
度
、
拝
命
し
た
広
報
編
集
委
員

で
は
、
若
い
頃
に
携
わ
っ
た
デ
ザ

イ
ン
の
仕
事
と
趣
味
の
絵
や
写
真

な
ど
、
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
他
の

ス
タ
ッ
フ
と
共
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

初
め
ま
し
て
。

　

も
う
17
年
程
前
、
御
荘
町
役
場

を
退
職
し
、
子
育
て
と
み
か
ん
作

り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
今
回
、
こ

の
よ
う
な
形
で
行
政
側
と
係
わ
る

こ
と
に
な
り
、
何
か
不
思
議
な
気

分
で
す
。

　

今
ま
で
の
私
は
、
学
校
関
係
、

普
及
セ
ン
タ
ー
関
係
等
の
活
動
が

多
く
、い
ろ
い
ろ
な
人
達
と
関
わ
り

を
持
た
せ
て
い
た
だ
き
、
人
間
関

係
に
と
て
も
恵
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

広
報
編
集
委
員
と
し
て
、「
こ
う

し
た
い
、
あ
あ
し
た
い
」
と
い
う

よ
う
な
も
の
は
、
ま
だ
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
新
し
い
出
会
い
や
発
見

が
あ
る
こ
と
を
楽
し
み
、
周
り
の

人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に

し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

  

旧
内
海
村
で
は
、
内
海
村
史
編
纂

委
員
会
（
事
務
局
）・
う
ち
う
み
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
委
員
会
（
カ
メ
ラ
マ

ン
）・
え
ひ
め
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ

ー
（
研
修
生
）
等
を
経
験
し
ま
し
た
。

  

こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
、
地
場
産
業

の
興
り
や
祭
り
ご
と
の
意
味
等
を
知

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

合
併
し
て
起
こ
る
新
た
な
問
題
に

対
す
る
時
「
歴
史
・
文
化
・
資
源
」

こ
れ
ら
の
財
産
を
も
う
一
度
見
つ
め

直
し
、
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
が
こ

れ
か
ら
の
愛
南
町
の
進
む
べ
き
方
向

性
へ
の
基
礎
と
し
て
重
要
だ
と
考
え

ま
す
。

　

広
報
編
集
委
員
と
し
て
旧
５
カ
町

村
に
残
る
「
歴
史
・
文
化
・
資
源
」

を
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
皆
様

に
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

「
温
故
知
新
」
！

濱本秀雄さん
（船越）

小野山かをりさん
（御荘平山）

はまもとひで お

お   の やま

寺岡秀幸さん
（柏）

    てらおかひでゆき
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愛
南
町
で
も
予
測
さ
れ
る
災
害
等
の
危
機
に
備
え
て
、
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
る

愛
南
町
消
防
署
の
厳
し
い
訓
練
の
様
子
な
ど
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

突
然
の
予
期
せ
ぬ
事
故
や
火
事
、
地
震
等
の
自
然
災
害
、
い
つ
、
自
分

自
身
に
降
り
か
か
っ
て
く
る
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う

な
有
事
・
危
機
に
対
し
、
何
か
気
を
つ
け
て
準
備
な
ど
し
て
い
ま
す
か
？

　

消
防
署
で
は
、
そ
の
よ
う
な
有
事
や
危
機
に
対
し
て
、
迅
速
な
救
助
活

動
が
行
え
る
よ
う
厳
し
い
訓
練
で
心
身
を
鍛
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は

住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
と
い
う
大
き
な
使
命
を
果
た
す
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
第
34
回
四
国
地
区
消
防
救
助
技
術
指
導
会
」
（
7
月
11
日
に

署
内
選
考
会
を
実
施
、
松
山
市
で
7
月
27
日
に
開
催
）
に
参
加
に
す
る
た

め
、
5
月
初
旬
か
ら
厳
し
い
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
競
技
の
種
類

は
、
「
は
し
ご
登
は
ん
」
（
15
ｍ
の
は
し
ご
を
上
る
速
さ
を
競
い
ま
す
）

「
ロ
ー
プ
登
は
ん
」
（
腕
力
だ
け
で
、
15
ｍ
の
ロ
ー
プ
を
上
る
速
さ
を
競

い
ま
す
）
「
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
」(

2
人
1
組
で
、
15
ｍ
を
手
足
を
使
っ

て
上
る
速
さ
を
競
い
ま
す)

「
複
合
検
索
」
（
25
ｍ
プ
ー
ル
で
、
浮
き
輪

を
潜
り
な
が
ら
、
水
中
の
4
個
の
リ
ン
グ
を
拾
い
上
げ
る
速
さ
を
競
い
ま

す
。
）
の
4
種
目
で
、

10
名
の
隊
員
が
大
会

に
挑
み
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
そ
の

訓
練
の
様
子
や
「
い

ざ
と
い
う
時
の
た
め

に
」
備
え
る
心
強
い

消
防
署
員
の
活
動
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

特集
2「

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
」

愛
南
防
災
最
前
線

▼厳しい訓練を続ける
　隊員の方々

「はしご登はん」競技。
命綱を結びはしごを登ります。

「
ロ
ー
プ
登
は
ん
」
競
技
。

鍛
え
ら
れ
た
肉
体
が
勝
敗
を
握
り
ま
す
。

「複合検索」競技では、
冷静な判断が
求められます。

松本 正人さん 清家 克己さん 山本 祐二さん

桑山 義央さん橋岡 政明さん

渡辺 勝康さん 松平 貴さん 中平 英治さん

平田 弘さん

鶴川 吉也さん 冨岡 一也さん

〈第2小隊の皆さん〉

〈第3小隊の皆さん〉

〈第1小隊の皆さん〉

平野 悦史さん

吉田 正義さん

二神 朋也さん

浦　 徳久さん 森岡 辰也さん

　野 知さん

まつもと   まさと

はしおか  まさあき

せい け    かつ  き

くわやま  よしひさ

やまもと  ゆう  じ

ふたがみ とも  やはま の    とも ひら の    えつふみ

もりおか  たつ  やうらさき のりひさ よし  だ   まさ よし

ひら  た ひろし

つるかわ  よし  や
とみおか   かず や

わたなべ  かつやす まつひら たかし なかひら  えい  じ
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緊
急
「
１
１
９
番
通
報
」

で
は
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
！

　

始
め
に
、
消
防
署
員
が
「
火
事
で

す
か
、
救
急
で
す
か
？
」
と
質
問
し

ま
す
。
次
に
、
「
場
所
は
ど
こ
で
す

か
？
」
、
そ
し
て
、
「
ど
う
し
た
ん
で

す
か
？
」
と
質
問
し
ま
す
の
で
、
焦
ら

ず
に
、
聞
か
れ
た
質
問
に
対
し
て
的
確

に
答
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
こ
と
が
、
救

急
車
の
現
場
到
着
を
速
く
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
専
門
の
知
識
や
訓
練
を
積
ん

だ
救
急
隊
員
の
的
確
な
処
置
が
、
命
を

救
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
愛
南
町
消

防
署
で
も
、
８
名
の
救
急
救
命
士
が
お

り
、
医
師
と
協
力
し
て
救
命
処
置
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
現
場
で
の
処
理

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
主
な
事
業
計
画

○
自
主
防
災
組
織
の
育
成

　

各
地
域
の
自
治
会
等
の
実
情
に
即
し
た

自
主
防
災
組
織
を
育
成
し
て
い
た
だ
き
、

初
期
消
火
、
避
難
、
救
護
活
動
な
ど
の
訓

練
や
講
習
に
対
し
て
、
指
導
者
の
派
遣
や

防
災
資
機
材
（
担
架
・
ハ
ン
マ
ー
・
ツ
ル

ハ
シ
な
ど
）
の
無
償
貸
与
を
行
い
、
そ
の

組
織
育
成
を
図
る
環
境
整
備
に
努
め
ま

す
。

○
津
波
・
地
震
避
難
訓
練
の
実
施

　

海
岸
部
は
津
波
避
難
、
内
陸
部
に
お
い

て
は
、
地
震
避
難
訓
練
と
し
て
実
施
計
画

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
で
、
有

効
的
な
避
難
経
路
の
確
立
と
併
せ
て
、
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
、
身
体

の
不
自
由
な
方
の
支
援
等
、
自
治
会
の
中

総
務
課
防
災
対
策
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

で
互
い
に
助
け
合
え
る
よ
う
な
人
間
関
係

を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

○
そ
の
他
の
施
策

　

災
害
等
で
孤
立
し
た
地
区
等
の
支
援
策

と
し
て
、
緊
急
避
難
時
持
出
用
品
セ
ッ
ト

（
防
災
グ
ッ
ズ
）
購
入
補
助
事
業
や
自
衛
隊

主
催
防
災
訓
練
の
実
施
、
衛
星

携
帯
電
話
の
整
備
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
町
職
員
は
も
と
よ
り
、

町
全
体
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
で

き
る
こ
と
を
最
大
限
に
発
揮

で
き
る
よ
う
、
柔
軟
な
組
織
や

助
け
合
い
の
精
神
を
養
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　御荘中学校2年生4名（中岡一紀、濵田

翔太、河野健太朗、若松健）が愛南町消

防署で、2日間の職場体験学習を行いま

した。中学生には、消防署での救命講習

や消防自動車等の機械器具の説明、放水

訓練など、予期せぬ災害や火災等に、い

つも備えている署員の勤務体制を肌で感

じ、緊張感を持った職場体験になったよ

うです。

二年　濵田　翔太
ぼくは、職場体験で消防署に行きまし

た。一日目に行った時に、すごく緊張して、
ワクワクする気持ちがありました。朝の
勤務交代を見て思ったことは、消防署の
人は、みんなキビキビと動いていて、す
ごいなあと思いました。
ぼくは、訓練が一番楽しみだったので、

訓練する時はワクワクして、放水訓練な
ども、すごく楽しかったです。その他にも、
南海地震の話や心肺蘇生法も行いました。
普段、なかなかできない事ばかりだった
ので、いろいろ学べて良かったです。

二年　河野　健太朗
ぼくは二日間、消防署に職場体験に行

って、一番心に残ったことは救助訓練で
す。それは、15 メートルのロープを登っ
て行く訓練です。初めての挑戦で、引っ
張ってもらいながらだったけど、一番上
まで行き、下を見たら、とても高くて、
ちょっと怖かったです。二日目も、救助
訓練をしました。初日とは違って、腕力
だけで登っていく訓練をしました。6、7
メートルまでしか行けませんでした。午
後からの放水訓練では、水の威力が強く
て、　ホースに引っ張られ驚きました。こ
の二日間で、消防署の方の大変さが分か
り、とてもいい体験ができたので良かっ
たです。

以下の文章は、
職場体験を通じての中学生の感想です。

今後、この体験を活かして、実りある学校生活
を送ってほしいと思います。

生命を守る応急手当
（城辺小学校PTAによる救命
　基礎講座）

急病 交通 一般負傷 その他 計

内海地域 27件 10件 13件 17件 67件

御荘地域 226件 27件 38件 44件 335件

城辺地域 200件 22件 49件 89件 360件

一本松地域 71件 17件 22件 23件 133件

西海地域 80件 1件 16件 4件 101件

計 604件 77件 138件 177件 996件

平成16年度地域別救急車出動件数

なか  おか かず   き はま  だ

しょうた こう  の   けん   た   ろう わか まつ けん

しょうたはま   だ

 けん  た  ろうこう   の

増田 智彦さん
ます だ    ともひこ

清家 康之さん
せい  け   やすゆき

大戸 孝一さん
おお  と   こういち
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平
成
17
年
第
２
回
町
議
会
定
例

会
が
行
わ
れ
、
一
般
質
問
の
後
、

宇
和
島
市
と
３
町
の
合
併
に
伴
う

協
議
会
の
手
続
案
件
３
議
案
、
条

例
の
一
部
改
正
及
び
廃
止
10
議
案
、

平
成
17
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
補
正
予
算
４
議
案
、
新
た
に

生
じ
た
土
地
の
確
認
３
議
案
、
字

の
区
域
変
更
３
議
案
、
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
の
推
薦
諮
問
３
議
案
、

総
合
整
備
計
画
策
定
１
議
案
の
計

27
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
二
宮
敬
典
議
員

他
５
名
が
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成

強
化
と
地
域
防
災
訓
練
の
実
施
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、
平
城
公

民
館
改
修
工
事
の
建
築
計
画
、
そ
の

他
14
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

一般会計補正予算の主な内容　

事　業　名 　予　算　額

総務費関係
　○庁舎等の耐震診断業務委託料 ６,６６９千円

　○久家集会所新築工事 ４２,５００千円

　○合併記念イベント ７,９９３千円

　○交通安全対策工事及び防災訓練関係 　２,８７６千円

民生費関係
　○久良保育所屋上防水工事 ３,８８５千円

農林水産業費
　○担い手総合支援・営農インターン推進・

　　みかん産地再編緊急対策事業 １１,７１１千円

　○農道の新設及び改良工事費関係 ６０,７５２千円

　○各漁港整備に係る測量設計等委託料 ４１,８２４千円

　○各漁港整備工事　 ２億７５,６３０千円

　○中山間地域総合整備事業負担金 ３６,５６３千円

商工費
　○町雇用促進協議会補助金 ７６０千円

　○愛南町観光パンフレット印刷代 ２,８３５千円

　○雇用対策のパソコン講習会委託料 ８０２千円

　○即売会用の屋台等購入費 ２,０６８千円

土木費
　○各町道の補修及び新設改良工事 ４億２,４５２千円

消防費
　○消防団活動服等購入費 １４,８５１千円

教育費
　○各学校校舎等の改修及び補修工事　 ６,７７９千円

　○御荘学校給食センター改修工事 １８,５９４千円

　

こ
の
度
の
補
正
予
算
は
、
国
や
県

補
助
金
が
ほ
ぼ
確
定
し
た
漁
港
、

町
道
等
の
整
備
事
業
、
合
併
記
念
事

業
、
地
域
提
案
型
雇
用
創
造
事
業
、

農
業
振
興
関
係
、
防
災
対
策
関
係
を

中
心
と
し
た
も
の
で
、
歳
入
歳
出
総

★
一
般
会
計
補
正
予
算
の
あ
ら
ま
し

○
公
募
委
員
数　

５
名

○
任　
　
　

期　

計
画
策
定
の
完
了
ま
で

○
応

募

資

格　

町
内
在
住
者

○
応

募

期

間　

平
成
17
年
７
月
20
日(

水)

ま
で

○
応
募
の
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、電
話
番
号
、

応
募
の
動
機
を
記
入
の
う
え
、
本
庁
総
務
課
ま
た
は
各
支
所

庶
務
課
へ
郵
送
、
℻
若
し
く
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。（
応
募
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）

募
集
の
趣
旨

　

新
生
愛
南
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
定
め
る
自
治

基
本
条
例
の
検
討
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

と
な
る
愛
南
町
の
目
指
す
方
向
や
理
念
を
定
め
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
公
募
委
員
数　

10
人

○
任　
　
　

期　

条
例
制
定
ま
で 

平
成
19
年
３
月
制
定
を
目
標

○
応

募

資

格　

町
内
在
住
者

○
応
募
の
方
法　

住
所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、電
話
番
号
、応
募

の
動
機
を
記
入
の
上
、本
庁
総
務
課
又
は
各
支
所
庶
務
課
へ
郵

送
、℻
若
し
く
は
メ
ー
ル
に
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
今
後
の
予
定　

７
月
初
旬（
議
会
承
認
後
）第
１
回
検
討
会

平
成
17
年
度
中
は
、
毎
月
１
回
を
目
処
に
開
催
す
る
。

 

公
募
委
員
の
お
知
ら
せ
！

愛
南
町
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
策
定
委
員
会

自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会

第2回 町議会定例会

○
問

合

せ

先　

〒
７
９
８
ー

４
１
９
６ 

　
　
　
　
　
　
　

愛
南
町
城
辺
甲
２
４
２
０
番
地

　
　
　
　
　
　
　

本
庁
総
務
課

６
/
15
〜
22

６
/
16

　

本
庁
舎
議
場
に
お
い
て
、
平
成
17

年
第
１
回
篠
山
小
中
学
校
組
合
議
会

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
議
長
に
澤さ

わ
も
と本

誠
ま
こ
と 議
員（
緑
乙
）、
副
議
長
に
寺て

ら

田だ

公こ
う

一い
ち

議
員
（
宿
毛
市
）
、
監
査
委
員
に

は
、
青あ

お

木き

千ち

之ゆ
き

町
監
査
委
員
（
御
荘

長
月
）、
田た

中な
か

徳の
り

武た
け

議
員（
宿
毛
市
）

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
他
に
、は
専
決
処
分
の

承
認
４
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

額
12
億
2
千
8
百
81
万
9
千
円
の
補

正
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
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近
年
、
拡
大
傾
向
に
あ
り
非
常
に
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
農
作
物
へ
の
鳥
獣
に
よ
る
被
害
に
対
し
、
電
気
柵
の

設
置
補
助
等
の
防
止
対
策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

梅
雨
に
入
り
病
害
虫
な
ど
の
発
生
が
増
加
し
、
農
薬
を
使
う

機
会
が
多
く
な
る
こ
の
時
期
を
中
心
に
、
農
薬
の
散
布
中
に

お
け
る
事
故
等
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
環
境
の

保
全
、
農
作
物
の
安
全
性
の
確
保
等
に
対
す
る
社
会
的
関
心

は
非
常
に
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
農
作
物
へ
の
防
除
を
行

う
際
に
は
、
使
用
基
準
を
遵
守
し
事
故
の
防
止
に
努
め
る
と

と
も
に
、
残
っ
た
農
薬
や
農
機
具
等
の
洗
浄
液
が
水
路
や
河

川
に
流
れ
出
す
こ
と
の
無
い
よ
う
適
正
な
使
用
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
農
林
課
（
T
E
L
7
2
ー

1
2
1
1
）

及
び
各
支
所
地
域
振
興
課

平成17年度 狩猟免許試験申し込み手続きについて
宇和島会場での狩猟免許試験

区分 第 1 回 試 験 第 2 回 試 験

実施
日時 8月2日（火）午前9時～ 9月6日（火）午前9時～

場所
宇和島地方局7階 大会議室
（受付は8時30分から）

宇和島地方局7階 第１会議室
（受付は8時30分から）

受付
期間 7月6日（水）～7月19日（火） 7月6日（水）～8月23日（火）

受付
場所

宇和島地方局産業経済部森林林業課愛南森林林業振興班
（TEL0895-22-5211）

記入要領
　　　　　　狩猟免許試験申請書 必要事項を全て記入のこと。
               　　　　　　　　　　　　(捺印、電話番号は必ず記入、住所は番地まで正確に)

      　　　　添付書類          写真・・・1 枚 (縦、横 3.6×2.4cm)
                           　　　　    医師の診断書・・・1 通 
　　　　　　　　　　　　　    (銃砲所持許可を持っていない者は、法第40条第2号から第4号に該当するかどうかについ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ての医師の診断書)

※鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律第40条第1項第2号から第4号については、下記事項に該当しないことを証
　明する診断書が必要
　● 精神障害または発作による意識障害をもたらし、その他の狩猟を適正に行うことに支障を及ぼすおそれがある病
　　気として環境省令で定めるものにかかっている方(精神分裂症、そううつ病、てんかん等)
　● 麻薬、大麻あへん又は覚醒剤の中毒者
　● 自己の行為の是非を判断し、又はその判断に従って行動する能力がなく、又は著しく低い方

    申請手数料    県の収入証紙・・・  5,300円 (全くの初心者)
                         　　　　　　　　　4,000円 (経  験  者)
    (参考)(経験者とは・・既に狩猟免許を持ち、他の種類の免許を受ける方)

役場からのお知らせ

農
作
物
鳥
獣
害
防
止
対
策
推
進
事
業
に
関
す
る
こ
と

農
薬
等
の
適
正
使
用
に
関
す
る
こ
と
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役場からのお知らせ

　
　
　
　

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、犯
罪
や
非
行

の
防
止
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
正

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
、

「
第
55
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

南
宇
和
地
区
実
施
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

 

開
会
に
あ
た
り
、「
第
54
回
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
に

お
い
て
、僧
都
中
学
校
3
年
の
岩
上
彩
佳

さ
ん(

現
南
宇
和
高
校
1
年)

の
、
松
山

保
護
観
察
所
長
賞
受
賞
の
表
彰
式
が
あ

り
ま
し
た
。
岩
上
さ
ん
は
「
大
切
な
こ

と
」
と
題
し
た
受
賞
作
文
の
発
表
の
中

で
、
「
外
見
や
う
わ
さ
で
人
を
判
断
し
て

 
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

7
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間
で
す
。

差
別
せ
ず
、
信
じ
る
心
を
持
ち
、
人
の
内

面
を
み
る
見
る
心
を
養
い
た
い
。
そ
の
た

め
に
、
身
近
な
人
が
互
い
に
支
え
合
う
こ

と
が
大
切
だ
」
と
、
素
直
な
心
を
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
7
月
1
日
に
は
、
各

地
区
巡
回
パ
レ
ー
ド
な
ど
、
各
種
行
事
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
こ
の
運
動

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
安
全
・
安

心
な
愛
南
町
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

先
般
、
広
報
「
あ
い
な
ん
」
を
ご
愛
読
い

た
だ
い
て
い
る
三
原
啓
次
郎
さ
ん(

大
阪
府

交
野
市
在
住)

か
ら
、
ふ
る
さ
と
愛
南
町
の

ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
て
と
、
ご
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
お
金
で
「
車
椅
子
」
を
購
入
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
本
庁
入
口
に
常
置
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
紙
面
を
か
り
ま
し
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

 

有
意
義
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ご
寄
付
で
車
椅
子
を
購
入

し
ま
し
た

(

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合 

船
舶
職
員
養
成
講
習
所)

1
職
務
内
容
及
び
採
用
人
員

   

一
般
事
務
職　

1
人

2 

採
用
期
間

   

平
成
17
年
9
月
1
日
〜
12
月
31
日
ま
で
の

　

4
カ

月
間

3 

応
募
資
格 

(1) 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
18
歳
以
上
50
歳

　

未
満(

平
成
17
年
4
月
1
日
現
在)

の
方

(2) 

性
別
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

(3) 

普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
し
て
い
る
方

(4) 

地
方
公
務
員
法(

昭
和
25
年
法
律
第
261
号)

　

第
16
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

　

い
方

4 

受
付
期
間

   

履
歴
書
を
持
参
又
は
郵
送

平
成
17
年
7
月
4
日(

月)

か
ら
平
成
17
年
7

月
20
日(

水)

ま
で
の
執
務
時
間
中 (

月
曜
日

か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
5
時
15
分
ま
で)

受
付
け
し
ま
す
。
な

お
、
郵
送
の
場
合
は
、
平
成
17
年
7
月
20
日

(

水)

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
、
受

け
付
け
し
ま
す
。

5 

申 

込 

先

  

船
舶
職
員
養
成
講
習
所

6 
試
験
の
方
法

  
面
接
試
験

7 

試
験
の
日
時
、
場
所
及
び
合
格
発
表

(1) 

日 

時

 

平
成
17
年
7
月
27
日(

水)

午
前
10
時
か
ら

(2) 

場 

所

 

船
舶
職
員
養
成
講
習
所
1
階
2
号
教
室

(3) 

合
格
発
表

 

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

臨
時
職
員
募
集
し
ま
す

　

平
成
17
年
8
月
上
旬
頃
、
合
格
し
た
方
に

　

通
知
し
ま
す
。

8 

問
合
せ
先

    

〒
7
9
8
ー
4
2
0
5

    

南
宇
和
郡
愛
南
町
船
越
471
番
地

    

船
舶
職
員
養
成
講
習
所

   

T
E
L
・
F
A
X
0
8
9
5
ー
8
2
ー
0
2
2
2

5
/
29

い
わ  

が
み  

あ
や   

か

こ
ん
な
前
ぶ
れ
に
要
注
意
！

　

長
雨
や
大
雨
、
ま
た
は
地
震
が
発
生
し
た

と
き
に
左
記
の
よ
う
な
現
象
が
お
き
た
ら
、

土
砂
災
害
の
前
兆
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
十
分

に
注
意
し
て
早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

が
け
崩
れ
の
前
兆

・
が
け
か
ら
の
水
が
に
ご
る
。

・
が
け
に
亀
裂
が
入
る
。

・
小
石
が
落
ち
て
く
る
。

・
が
け
か
ら
音
が
す
る
。

地
す
べ
り
の
前
兆

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。

・
井
戸
や
沢
の
水
が
に
ご
る
。

・
が
け
や
斜
面
か
ら
水
が
吹
き
出
す
。

・
家
や
よ
う
壁
に
亀
裂
が
入
る
。

 

土
砂
災
害
に
気
を
つ
け
よ
う
！

梅
雨
や
台
風
の
時
期
に
は

十
分
警
戒
を
！
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御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
来
る
べ
き
災
害

に
備
え
た
危
機
管
理
意
識
の
高
揚
を
め
ざ
し

て
、
町
職
員
、
教
職
員
お
よ
び
消
防
団
員
等

を
対
象
に
し
た
「
防
災
意
識
啓
発
講
演
会
」

が
開
催
さ
れ
、
4
3
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
愛
媛
県
危
機
管
理
室
左
官

正
雄
管
理
監
が
「
危
機
は
必
ず
来
る
。
何
が

危
機
な
の
か
、
自
然
災
害
や
事
件
等
、
自
治

体
と
し
て
そ
の
対
応
が
迫
ら
れ
る
危
機
に
対

し
て
、
安
全
点
検
・
避
難
訓
練
な
ど
、
町
の

中
で
考
え
ら
れ
る
準
備
を
怠
ら
な
い
こ
と
、

そ
し
て
、
災
害
時
に
は
そ
の
場
の
必
要
性
か

ら
臨
機
応
変
に
、
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
」
と
、
公
務
員
と
し
て
、
住
民
の
生
命

を
守
る
た
め
、
思
い
や
り
・
や
さ
し
さ
を
持

ち
、
即
座
の
行
動
で
被
害
を
最
小
限
に
止
め

る
努
力
を
し
て
ほ
し
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
は
、
６
月
１
日
か
ら
毎
週
金
曜
日

を
「
カ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ー
」
と
し
、
例
外
を

除
き
ス
ー
ツ
・
ネ
ク
タ
イ
に
と
ら
わ
れ
な

い
自
由
な
服
装
で
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
は
「
職
員
の
意
識
転
換
・

お
役
所
意
識
の
改
革
」
を
目
的
と
し
て
、《
自

由
で
明
る
い
役
場
づ
く
り
》
を
め
ざ
す
と

と
も
に
、
次
の
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す

の
で
、
皆
様
に
は
礼
を
失
す
る
場
合
も
あ

る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
ご
了
承
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○ 

役
場
等
に
お
け
る
堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ

　

を
払
拭
し
、
明
る
く
和
や
か
で
開
放
的

　

な
職
場
の
雰
囲
気
を
つ
く
り
、
町
民
に

　

親
し
み
や
す
い
町
政
を
推
進
す
る
。

○ 

職
員
自
身
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と

　

に
よ
り
、
公
務
能
率
の
向
上
を
図
る
。

○ 

画
一
的
な
発
想
か
ら
脱
却
し
、
服
装
の

　

自
由
度
を
通
し
て
仕
事
の
や
り
方
、
内

　

容
等
を
見
直
す
発
想
に
結
び
つ
け
る
。

 

　

総
務
省
が
行
う
「
行
政
相
談
」
と
は
、
①

国
の
行
政
機
関
、
特
殊
法
人
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
Ｊ

Ｒ
な
ど
）
な
ど
の
業
務
、
②
都
道
府
県
及
び

市
町
村
の
業
務
で
、
法
定
受
託
事
務
に
該
当

す
る
も
の
、
あ
る
い
は
国
の
補
助
を
受
け
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
の
苦
情
、
意
見
・
要
望

等
を
受
付
、
公
平
・
中
立
的
な
立
場
か
ら
そ

の
解
決
促
進
を
図
る
も
の
で
す
。

　　

５
月
１８
日
（
水
）
県
内
の
行
政
相
談
委
員

（
８
７
人
）
が
出
席
し
て
愛
媛
行
政
相
談
委

員
全
体
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
故
寺
尾

庸
さ
ん
（
城
辺
甲
）
が
地
域
住
民
の
苦
情
の

解
決
に
尽
力
し
た
行
政
相
談
委
員
に
対
す
る

表
彰
と
し
て
、
四
国
行
政
評
価
支
局
長
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
〝
平

成
17
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
〞
の

助
成
を
受
け
、福
浦
地
区
に
テ
ン
ト
（
７
張
）

を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、〝
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
〞

と
し
て
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
受
け
入
れ

た
宝
く
じ
収
益
を
財
源
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
助
成
し
、
地
域
の
連
帯
感
に
基

づ
く
自
治
意
識
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
め

ざ
す
も
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
直
接

必
要
な
施
設
又
は
設
備
の
整
備
を
行
っ
て

い
く
も
の
で
す
。

 
役
場
来
庁
者
の
皆
様
へ

「
カ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ー
」
の

実
施
に
つ
い
て

 

遠
い
国
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん

危
機
意
識
の
高
揚
を
！

 

ご
存
知
で
す
か
？

行
政
相
談
制
度
と
は
？

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
宝
く
じ
助
成
事
業
」
で

イ
ベ
ン
ト
用
テ
ン
ト
を
整
備

役場からのお知らせ

5
/
30

さ   

か
ん

ま
さ   

お

い
さ
お

宮谷 光俊さん
（一本松地域）

みやたに   みつとし

佐野 光行さん
（御荘地域）

 さ   の    みつゆき

藤井 千代子さん
（内海地域）

ふじ  い     ち   よ   こ

山本 美紀雄さん
（西海地域）

やまもと   み   き   お
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水道水水質検査結果を報告します

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 上水道水質検査結果
今回は５月９日採水分を公表します。

（基本項目10項目）
項                  目 平城 中浦 菊川 城辺 中町 水道法による基準値

硝酸性窒素および亜硝酸性窒素 0.9 0.9 1.1 0.2 1.3 10以下

塩 化 物 イ オ ン 8.2 8.2 17.9 7.4 10.9 ２００以下

有 機 物 等 0.13 0.13 0.24 0.28 0.31 10以下

ｐ Ｈ 値 6.51 6.30 6.37 6.76 6.37 5.8～8.6

濁　　　　　　　     度 0.008 0.009 0.036 0.004 0.005 2以下

※全ての箇所で、一般細菌及び大腸菌群は検出されませんでした。味、臭気についても異常ありませんでした。色度は、1未満でした。

簡易水道水質検査結果
項                  目 長月 和口 僧都 山出 一本松 増田 正木 柏 水道法による基準値

硝酸性窒素および亜硝酸性窒素 0.2 0.3 0.2 0.4 0.2 0.5 0.1 1.0 10以下

塩 化 物 イ オ ン 11.9 7.9 6.8 5.1 12.5 13.6 5.9 12.7 ２００以下

有 機 物 等 0.45 0.23 0.28 0.10 0.41 0.46 0.40 0.58 10以下

ｐ Ｈ 値 7.31 6.87 7.00 6.75 7.05 6.98 6.93 6.81 5.8～8.6

濁　　　　　　　     度 0.006 0.027 0.010 0.026 0.082 0.007 0.028 0.004 2以下

※全ての箇所で大腸菌群は検出されませんでした。一般細菌は基準値100以下のところ長月で1、僧都で1、それ以外の箇所は検出され
ませんでした。味、臭気についても異常ありませんでした。色度は、1未満でした。

県条例水道水質検査結果
項                  目 長洲 稲津 脇本 大駄場 御在所 正木本村 水道法による基準値

硝酸性窒素および亜硝酸性窒素 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.4 10以下

塩 化 物 イ オ ン 12.0 16.8 11.3 5.0 5.4 5.6 ２００以下

有 機 物 等 0.47 0.33 0.48 0.15 0.46 0.18 10以下

ｐ Ｈ 値 7.32 6.82 7.14 7.00 7.06 6.59 5.8～8.6

濁　　　　　　　     度 0.023 0.008 0.009 0.007 0.254 0.074 2以下

※全ての箇所で大腸菌群は検出されませんでした。一般細菌は基準値100以下のところ長月で1、それ以外の箇所は検出されませんで
した。味、臭気についても異常ありませんでした。色度は、1未満でした。

飲料水供給施設水質検査結果
項                  目 槍松 大浜 水道法による基準値

硝酸性窒素および亜硝酸性窒素 0.2 0.3 10以下

塩 化 物 イ オ ン 12.7 30.2 ２００以下

有 機 物 等 0.43 0.34 10以下

ｐ Ｈ 値 7.52 6.94 5.8～8.6

濁　　　　　　　     度 0.025 0.015 2以下

※全ての箇所で、一般細菌及び大腸菌群は検出されませんでした。味、臭気についても異常ありませんでした。色度は、槍松で2、大浜で3でした。

共同水道水質検査結果
項                  目 榎川 水道法による基準値

硝酸性窒素および亜硝酸性窒素 0.1 10以下

塩 化 物 イ オ ン 6.4 ２００以下

有 機 物 等 0.15 10以下

ｐ Ｈ 値 6.96 5.8～8.6

濁　　　　　　　     度 0.088 2以下

※全ての箇所で、大腸菌群は検出されませんでした。一般細菌は基準値100以下のところ榎川で1、それ以外の箇所は検出されませんでした。

問い合わせ先　水道課　℡７２－０８３５

固

定

資

産

税

第

２

期

月末
（2期分/4期）

国
民
健
康
保
険
税
第
２
期

月末
（2期分/10期）

介

護

保

険

料

第

２

期

保

育

所

保

育

料

毎月月末

下

水

道

使

用

料

※
西
海
地
域
の
定
期
納
入
日
は
、
26
日（
火
）

　

で
す
。

口
座
振
替
の
お
知
ら
せ

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益

費
、
駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当

月
分
を
月
末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
、

翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料

の
振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日

は
翌
月
の
10
日
で
す
。

❸
既
に
旧
町
村
で
口
座
振
替
依
頼
書
を

提
出
し
て
い
る
方
は
、
新
た
に
提
出

す
る
こ
と
な
く
、
愛
南
町
と
し
て
処

理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
税
は
納
期
ま
で
に
確
実
に
納

入
し
ま
し
ょ
う
！

税
に
関
す
る
ご
質
問
は

　

本
庁
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

役場からのお知らせ

 

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

７
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ
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宇
和
島
保
健
所
で
は
、
歯
科
医
師
と
歯
科

衛
生
士
な
ど
に
よ
る
歯
科
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
を
大
切

に
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
歯
や
歯
ぐ
き
の

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

愛
媛
県
で
は
、
近
年
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
「
高
齢
者
虐
待
」
に
つ
い

て
、
県
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
相
談
に

対
応
す
る
た
め
、
平
成
17
年
度
か
ら
愛

媛
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
に
高

齢
者
虐
待
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し

た
。

　

相
談
は
無
料
で
、
匿
名
で
も
可
、
個

人
の
秘
密
は
厳
守
、
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
来
所
の
い
ず
れ
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
高
齢
者
虐
待
に
お
悩
み
の
方
、
高

齢
者
虐
待
と
思
わ
れ
る
状
況
を
発
見
し

た
方
な
ど
、
ど
な
た
か
ら
で
も
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
愛
媛
県
が
社
会
福
祉

法
人
愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託

し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

高
齢
者
虐
待
相
談
窓
口

相
談
日
時　

毎
月
第
１
、
第
３
金
曜
日 

　
　
　
　
　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

場　
　

所　

愛
媛
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
県
民
文
化
会
館
東
側
）

松
山
市
道
後
町
２
丁
目
９
ー

14

愛
媛
県
老
人
児
童
セ
ン
タ
ー
内

℡  
０
８
９
ー

９
２
６
ー

０
８
０
８

℻  
０
８
９
ー

９
２
６
ー

０
１
７
７

 

「
高
齢
者
虐
待
」
に
つ
い
て

 

高
齢
者
虐
待
相
談
窓
口
の
開
設

役場からのお知らせ

保健事業のお知らせ（７月））
☆☆☆☆☆☆☆各種健（検）診☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 受付時間

基本健診・結核
肺がん・大腸がん
前立腺がん

肝炎ウイルス検査

7月  1日 金 内泊集会所 １０：００～１１：００

7月  4日 月 広見コミュニティセンター
  ９：３０～１１：００

１３：３０～１５：００

7月14日 木 菊川農村研修センター
  ９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

7月15日 金 増田コミュニティセンター
  ９：３０～１１：００

１３：３０～１５：００

7月19日 火 西海町民会館
  ９：３０～１１：００

１３：３０～１５：００

7月27日 水
長洲集会所   ９：３０～１０：３０

八幡野集会所 １３：３０～１４：３０

7月28日 木
寺新町集会所   ９：３０～１０：３０

和口第２集会所 １３：３０～１４：３０

基本健診・結核・肺がん
胃がん・大腸がん

前立腺がん・肝炎ウイルス検査

7月20日 水
緑基幹集落センター

  ８：３０～１１：００

7月21日 木   ８：００～１１：００

胃がん検診

7月  5日 火
平山集会所   ７：００～  ７：３０

菊川農村研修センター   ８：００～  ８：３０

7月  6日 水 中浦漁村振興センター   ７：００～  ８：３０

7月  7日 木 赤水公民館   ７：００～  ８：３０

7月  8日 金
御荘文化センター

  ７：００～  ８：３０

7月12日 火   ７：００～  ８：３０

7月20日 水 西海町民会館   ７：００～  ８：３０

8月  5日 金 東海公民館   ７：３０～  ９：００

乳・子宮がん検診
骨粗鬆症検診

7月26日 火 一本松保健センター
  ９：００～１１：００

１３：３０～１５：００

8月  5日 金 家串公民館
  ９：００～１１：３０

１３：００～１５：００
＊マンモグラフィー検査・骨粗鬆症検診については午前・午後、子宮がん検診・乳がん視触診検診については午後からのみの受付です。

☆☆☆☆☆☆☆乳幼児健康診査☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 対象年齢

乳児健診(前期）
7月13日 水 城辺保健福祉センター

H17年1月1日～3月31日生
7月26日 火 御荘文化センター

１歳６か月児健診
7月12日 火 御荘文化センター

H15年10月1日～12月31日生
7月19日 火 城辺保健福祉センター

乳児健診(後期） 8月  2日 火 城辺保健福祉センター H16年7月1日～9月30日生

３歳児健診 8月  3日 水 御荘文化センター H14年4月1日～6月30日生
＊対象：御荘文化センター（内海地域、御荘地域、西海地域）、城辺保健福祉センター(城辺地域、一本松地域）対象者には通知します。

☆☆☆☆☆☆☆育児相談☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 受付時間

みるくひろば
7月  6日 水

一本松保健センター   ９：３０～１１：３０
8月  3日 水

すくすく相談 7月  4日 月 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

みなみっ子 7月25日 月 御荘夢創造館   ９：３０～１１：３０

☆☆☆☆☆☆☆そ の 他☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 受付時間

両親学級「かるがも教室」 7月21日 木
城辺保健福祉センター

１０：００～１１：３０

育児学級「わんぱくクラブ」 7月13日 水 事前申込み

病態別栄養相談 7月11日 月 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

保健事業に関する問い合わせ先　保健福祉課　℡  ７２－１２１２

実

施

日
：
毎
月
第
２
金
曜
日

受
付
時
間
：
午
後
１
時
か
ら
１
時
30
分

場　
　

所
：
宇
和
島
地
方
局
１
階
予
診
室

　
　
　
　

 

（
正
面
玄
関
か
ら
入
っ
て
右
手
）

持

参

品
：
歯
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
　

洗
濯
バ
サ
ミ

費　
　

用
：
フ
ッ
素
塗
布
、

　
　
　
　
　

サ
ホ
ラ
イ
ド
塗
布
は
有
料

申
し
込
み
：
歯
科
相
談
は
予
約
制
（
定
員
20

名
）
で
す
。
乳
幼
児
以
外
の
方
は
奇
数
月
の

み
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施
日
の
前
日
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
：
宇
和
島
保
健
所　

健
康
増
進
課

健
康
づ
く
り
推
進
係　

℡  
０
８
９
５
ｌ

２
２
ｌ

５
２
１
１（
内
線
２
５
８
）

 

自
分
の
歯
を
大
切
に
！

歯
科
相
談
の
ご
案
内
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７・8月行事予定表

今月の犬・猫の引取日は以下のとおりです

　6日・１３日・２０日

水曜日のAM8：30～10：00

８月の引取日は、

３日・１０日・１７日・３１日

水曜日のAM8：30～10：00

　上記の時間内に、役場本庁または各支所

まで連れてきてください。詳しくは、本庁

環境衛生課℡  72－1211(内線503)または各支

所の地域振興課までお問い合せください。

７月の当直医
一　般　内　科

第１日曜日 3日 竹本医院 城辺乙 ☎72-3271

第２日曜日 10日 粉川内科 城辺甲 ☎72-2111

第３日曜日 17日 菅外科胃腸科医院 御荘平城 ☎72-2225

海の日 18日 中浦診療所 中浦 ☎75-0503

第４日曜日 24日 内海診療所 柏 ☎85-0341

第５日曜日 31日 福浦診療所 福浦 ☎83-0510

備考１．診療時間は午前９時より午後４時迄。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

救　急　担　当

日曜・祝祭日 県立南宇和病院 城辺甲 ☎72-1231

役場からのお知らせ

日 曜 時　間 行事名 場　所

1 金
９：００～

〝社会を明るくする運動〟
出発式

ＤＥ・あ・い・２１

１０：００～１２：００ 鹿島島開き（神事のみ） 鹿島

2 土 １５：００～２０：３０ ＤＥ・あ・い七夕祭り ＤＥ・あ・い・２１

3 日 ９：００～
４人制ソフト
バレーボール大会

Ｂ＆Ｇ海洋センター

5 火
あけぼの荘入浴料
サービスデー

あけぼの荘

6 水

  ９：００～１１：００ 子育てサークル「こあら」 御荘保育所

１３：００～１５：００ 行政相談（内海地域） ＤＥ・あ・い・２１

１９：００～２１：００ 人権問題学習講座（第２回） 御荘文化センター

9 土

  ９：００～１９：００ 吉田鋭三作品展（～24日）ＤＥ・あ・い・２１

１０：００～
第４回Ｂ＆Ｇ財団会長賞
四国西南地区水泳競技会

Ｂ＆Ｇプール

１３：００～１６：００ 笹まつり 城の辺学習館

１３：３０～１６：００ 愛南ウォッチング（第２回） 内海公民館内

10 日 １３：００～１５：００ 行政相談（西海地域） 西海町民会館

11 月 １９：００～２２：００
第18回城辺地区

レクバレーボール大会
（～14日）

城辺小中学校屋内
運動場

13 水

  ９：００～１１：００ 子育てサークル「こあら」 御荘夢創造館

１３：００～１５：００
行政相談（御荘・城辺・

一本松地域）

御荘文化センター・
城の辺学習館・山村
開発センター

１４：００～
本物舞台芸術体験事業
（オーケストラ公演）

御荘文化センター
ホール

15 金
　９：５０～

海上保安部の巡視艇による
海上パレード

御荘長崎港

１０：００～１５：３０
社会保険・年金一日
相談所開設

城辺商工会２階

17 日
１１：００～ 山出憩いの里温泉まつり 山出憩いの里温泉

一本松夏祭り

18 月
海の日

１３：００～１５：００
海の日記念

シュノーケル講習会
鹿島

19 火
あけぼの荘入浴料
サービスデー

あけぼの荘

20 水

終業式
（小学校・中学校・高校）

各学校

  ９：００～１１：００ 子育てサークル「こあら」 御荘保育所

１０：００～１５：００ 人権相談所開設 城の辺学習館

ゆらり内海入浴料
サービスデー

ゆらり内海

23 土 　９：００～
第１回愛南サッカー
フェスティバル（小学生の部）

南レク３号城辺
公園・あけぼの
グラウンド

日 曜 時　間 行事名 場　所

24 日
　９：００～

第１回愛南サッカー
フェスティバル（小学生の部）

南レク３号城辺
公園・あけぼの
グラウンド

１０：００～１５：００ 由良祭り ゆらり内海駐車場

27 水   ９：００～１１：００ 子育てサークル「こあら」 御荘保育所

29 金 １０：３０～１５：５５
シーカヤック

ワンデイ・由良ツアー
須ノ川海岸

30 土

　８：３５～
第15回

南レクグラウンドゴルフ
愛媛大会（記念大会）

南レク５号城辺公園

  ９：００～１９：００ 押花作品展（～8/17） ＤＥ・あ・い・２１

  ９：３０～１６：３０

会いに行こう。
海の生き物!!

スノーケリング探検隊
in須ノ川

須ノ川海岸

１０：３０～１５：５５
シーカヤック

ワンデイ・由良ツアー
須ノ川海岸

31 日
  ９：３０～１６：３０

会いに行こう。
海の生き物!!

スノーケリング探検隊
in須ノ川

須ノ川海岸

１０：３０～１５：５５
シーカヤック

ワンデイ・由良ツアー
須ノ川海岸

８月

1 月 城辺夏祭り

3 水
  ９：００～１１：００ 子育てサークル「こあら」 御荘保育所

１３：００～１５：００ 行政相談（内海地域） ＤＥ・あ・い・２１

6 土 １３：３０～１６：００ 愛南ウォッチング（第３回） 西海公民館内

7 日   ８：３０～１７：００
第２回四国西南地区
少年剣道大会

一本松交流
促進センター

10 水

  ９：００～１１：００ 子育てサークル「こあら」 Ｂ＆Ｇ海洋センター

１３：００～１５：００
行政相談

（御荘・城辺・一本松地域）

御荘文化センター・
城の辺学習館・山村
開発センター

１９：００～２１：００ 人権問題学習講座（第３回） 御荘文化センター

うちうみ夏祭り 須ノ川公園

12 金   ９：３０～１７：２０
シーカヤック

ワンデイ・塩子島ツアー
須ノ川海岸

13 土   ９：３０～１７：２０
シーカヤック

ワンデイ・塩子島ツアー
須ノ川海岸

14 日

  ９：３０～１６：３０

会いに行こう。
海の生き物!!

スノーケリング探検隊
in須ノ川

須ノ川海岸

  ９：３０～１７：２０
シーカヤック

ワンデイ・塩子島ツアー
須ノ川海岸

１３：００～１５：００ 行政相談（西海地域） 西海町民会館

16 火 西海夏祭り 西海町民会館前
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上手にできました！（はしの持ち方教室）

み
ん
な
あ
、
い
い
顔
し
て
ね
！

町
内
の
保
育
所
の
様
子
や
保
育
に
関
わ
る

お
知
ら
せ
事
項
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　－長崎保育所園児－

　－はまゆう保育所園児－

－御荘保育所園児－

　－中浦保育所園児－

　－赤水保育所園児－

　

御
荘
保
育
所
で
は
、
園
児
た
ち
の

「
は
し
」
の
持
ち
方
、
正
し
い
姿
勢
で

の
食
事
に
対
す
る
教
育
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　

栄
養
士
の
小
野
山
み
き
さ
ん
は
『
御

荘
地
域
の
保
育
所
で
「
は
し
の
持
ち
方

教
室
」
を
開
催
し
、
ス
ポ
ン
ジ
を
ピ
ー

マ
ン
や
コ
ー
ン
に
、
毛
糸
を
ス
パ
ゲ
ッ

テ
ィ
に
見
立
て
、
園
児
と
一
緒
に
楽
し

く
お
皿
に
盛
り
練
習
し
ま
し
た
。
「
家

で
も
や
っ
て
み
る
ね
」
と
い
う
子
供
た

ち
の
言
葉
が
あ
り
、
教
室
を
や
っ
て
良

か
っ
た
と
い
う
実
感
が
持
て
た
』
と
笑

顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
長
月
保

育
所
で
は
、
「
子
育
て
お
し
ゃ
べ
り
サ

ロ
ン
」
と
題
し
、
保
護
者
と
の
交
流
を

積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
園
児
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
各

保
育
所
で
も
様
々
な
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
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長月公民館

5/19～

　東海地区クラブ対抗レクバレーボール大会があ

り、男女計８チームがハッスルプレーや珍プレー

の連続で、賑やかにクラブ間の交流ができたよう

でした。

女子優勝の婆来団Ｂ

5/19～21

家串公民館

東
海
公
民
館

さあ、がんばろうね！

　公民館から柿ノ浦漁港間の往復約６㎞

で、地区住民の親睦を図ろうと、80名が

ふれあいウォーキングを楽しみました。

当日は、帰路に大雨に遭うなど大変でし

たが、とてもいい思い出となりました。

　今年も地区恒例の「第20回長月ナイター

ソフトボール大会」が開催され、予選リー

グを共に得失点差の末、勝ち上がった保育

所と長月小PTAで決勝戦が行われ、久徳耕

一選手の劇的な逆転サヨナラホームランで

長月小PTAが見事優勝を飾りました。

絵手紙教室スタート！

優勝の長月小ＰＴＡチーム

　「絵手紙セットも買うたまま眠っとるんよ、

もったいないやろ」｢絵手紙教室があったら行き

たいんやけど｣という声にこたえて、家串公民館

では月に１回の教室を開催することになりまし

た。第１回目は加洲至
いたる

先生（御荘平城）を講師

に迎え、自分の描きたいものをどうしたら表現で

きるかという基本の部分を学びました。次回から

は自分たちで描き、季節ごとに先生の指導を受け

る予定です。参加者からは、｢集中して取り組め

る自分の時間が持てて楽しい｣と、日常の生活の

中でホッとする一時になったようでした。

5/29

6/1～10
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5/24～27

5/30～6/3

久良公民館一本松公民館

　交通量が激しいオレンジロード（国道56号）蓮乗寺

交差点付近で、花壇づくりに参加しました。当日は爽

やかな天候に恵まれ、城辺中学校（青少年赤十字加盟

校）、深浦小学校児童、城辺赤十字奉仕団他、250名

が、5,000本のマリーゴールド、サルビア、百日草な

ど、鮮やかな黄色や赤の花苗を、手際よく楽しみなが

ら定植しました。作業後は、生徒たちの晴れやかな笑

顔と共に「大人の知恵と経験を学びました」という言

葉が聞かれ、この汗と努力の結果が、ドライバーの心

を癒し、交通事故防止につながることを願いたいと思

いました。（文 橋本百代さん）

　久良小学校屋内運動場で、第5回久

良地区レクバレーボール大会を開催し

ました。

　大会は、選抜の部・壮年の部に分か

れ、それぞれリーグ戦を行い、珍プ

レー・好プレーの連続でした。場内に

広がる笑い声で、その熱戦と親睦の様

子が伝わってきました。なお、試合の

結果は、選抜の部で新浦②チーム、壮

年の部で真浦・西真浦チームが、それ

ぞれ優勝を飾りました。

　一本松交流促進センター、一本松国民体育館において恒例

の「第30回商工会杯バレー・ソフトバレーボール大会」が開

催されました。経験者が沢山いるチームやまったくの初心者

の集まりのような？チームなどもあり、それぞれに思い切っ

たプレーで試合を沸かせていました。結果は以下のとおりで

す。（優勝チームのみ掲載）

［バレーボール］

  男子一部優勝　板尾会A　　　二部優勝　篠山クラブ                     

    　 三部優勝　宅友会

［ソフトバレーボール］

  男子の部優勝　いつむ会A

  女子一部優勝　一本松バレーボールクラブ

  　　二部優勝　商工会女性部

１部優勝の板尾会A 選抜優勝 新浦②チーム

5/17

城
辺
公
民
館
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愛南町各地域の
催しなど皆さんからのお便り

おまちしています。
〔広報広聴室〕

72－1211

ナイスシュートをめざして！
一本松交流促進センターで、町スポーツ少

年団本部主催の『第1回愛南町スポーツ少年大

会ミニバスケットボール競技』が開催されました。

町内の各スポーツ少年団から８チーム、総

勢120名が参加して、熱戦が繰り広げられました。

大会の結果は次のとおりです。

　優　勝：平城スポーツ少年団ミニバスクラブ

　準優勝：愛南ミニバスケットボールクラブ

入れっ！

6/4

6/4

交通安全、自転車競技大会
　平城小学校体育館で、交通安全三世代自転車

南宇和地区大会が開催され、交通安全に関する

学科、安全および技能走行のテストがあり、30

名の児童や高齢者が参加しました。結果は、以

下のとおりです。（優勝団体のみ掲載、敬称略）

●子供の部　平城小学校

　（向田京
きょうへい

平・尾崎基
もとよし

義・河野雄
ゆ う じ ろ う

次朗・菅浩
ひろかず

和）

●母親の部　平城小学校区

　（土居美
み ほ

峰・荒金砂
さ り

理・稲田尚
しょうこ

子）

●高齢者の部　御荘

　（近平治
はるしげ

重・浅野和
かずよし

義・中尾茂
しげよし

賀）

以上のチームは、県大会（7/3、松山市で開催）

に出場されます。

6/5

元
気
で
ね
！
深
浦
小
児
童

大きくなってね！

　深浦漁協では、龍王宮神社での神事

の後、漁協でヒラメの稚魚3,000匹を放

流しました。かわいいヒラメの稚魚を

手に、放流事業に参加した深浦小児童

は「小さいね、くすぐったいね」など、初

めて見る稚魚に驚きながら楽しそうに

行っていました。

（向田京
きょうへい

平くん－平城小6年－）

6/14

優勝を飾った平城スポーツ少年団チーム

　花と夢咲く県境の町推進委員会（二神紀
き く お

久雄会長、会員

70名）が、オレンジロード（国道56号）の満倉地区国道花壇

に、鮮やかな赤や黄色のケイトウ、マリーゴールド、サル

ビア、コリウスの花を定植しました。平成元年からスター

トした同推進委員会の活動も、現在、一本松地区内花壇が

15箇所、13,000本（年間）の花々を植える活動に広がって

います。

　今後も、ふるさとを美しい花で飾り、公共心に富んだ住

民が一人でも多く増えるような活動を続けてほしいと思い

ます。

オレンジロードは花盛り！

上
手
く
で
き
た
か
な
？
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やさしい心を広げよう！（本庁玄関前にて）

ありがとう！
（城辺みしま荘にて）

講演された岸田正
まさ と

人国保
一本松病院副院長

5/25

5/29

人権の花、プレゼント！

　城辺小・中学校、町人権擁護委員、松山地方法

務局宇和島支局、宇和島人権擁護委員協議会等関

係者により、子供たちに命の大切さや思いやりの

心など、基本的な人権尊重の精神を身につけてほ

しいと「人権の花」運動贈呈式が行われました。

　この運動には、城辺保育所や城辺幼稚園も参加

し、城辺みしま荘や南楽荘に入所されている方

に、マリーゴールド、サルビアなど、子供たちが

育てた100個のプランターをプレゼントしました。

　御荘文化センターで、高齢者の方々を対象

に生きがいの創造の場を目指してと題した

学習講座を開催しました。講座では、岸田国

保一本松病院副院長が仲間づくりをすること

で、生活習慣病とも仲良く向きあって歩んで

ほしいと話されました。また、明るい明日を

送るため健康に気をつけ、愛南町のまちづく

りに活躍してほしいと思います。

　第44回交通安全県民大会（松山市で開催）におい

て、南宇和交通安全協会会長の前田アイ子さん（垣内）

が「個人の部」で愛媛県知事表彰を受賞されました。そ

の他には、同安全協会副会長の山口修
しゅうじ

兒さん（一本松）

に、交通安全県民総ぐるみ運動愛媛県本部長より感謝

状の授与がありました。

おめでとうございます！

6/2
私たちの作品を見て！

　南宇和えびね会（中尾一
かずくに

州会長他20名、）

では、15回目となる作品展を行い、会員の

方々が日頃丹精を込めて育てた山アジサイ

や山野草など、150点が所狭しと飾られ、

来場者の目を楽しませてくれました。

　訪れた方も「こんなアジサイもあるの

ね！」とビックリした様子で、愛らしい花

を咲かせたアジサイを見て驚いていまし

た。

6/4～5

自慢の作品を前に！

　同じく、同大会で中尾茂
しげよし

賀

さん（御荘平城）が、「交通安

全ファミリー作文コンク－ル」

で内閣府政策総括官賞（高

齢者の部佳作）受賞作文の発

表を行いました。

表彰状を手に、
写真右が前田アイ子さん、
下が中尾茂賀さん

明るい未来のために！
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● ● ● ●学 校 ナ ウ

このコーナーは、各小・中学校および高
校などのスポーツや文化活動等、子供た
ちの活発な様子をご紹介いたします。

6/15

大
会
期
間
中
、
突
然
の
雨
に
よ
り
、
一
部
中
断
し
ま
し
た
が
、

6
種
目
、
41
チ
ー
ム
計
４
３
２
人
が
、
日
頃
鍛
え
た
技
を
競

い
ま
し
た
。
な
お
、
試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り

【
優
勝
チ
ー
ム
・
個
人
の
み
掲
載
】

●
軟
式
野
球(

福
浦
中
学
校)

●
サ
ッ
カ
ー(

城
辺
中
学
校)

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子(

御
荘
中
学
校)

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男

子(

御
荘
・
内
海
連
合)

女
子(

一
本
松
中
学
校)

●
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
女
子(

城
辺
中
学
校)

●
剣
道
男
子
団
体(

城
辺
中

学
校)

個
人(

山
口
勇
気)

篠
山
中
学
校
●
剣
道
女
子
団
体（
一

本
松
中
学
校
）
個
人
（
河
田
百
恵
）
城
辺
中
学
校
●
卓
球
男

子
団
体
（
内
海
中
学
校
）
シ
ン
グ
ル
ス
（
岩
上
翔
）
僧
都
中

学
校　

ダ
ブ
ル
ス
（
本
田
尚
義
・
埜
下
哲
佑
）
御
荘
中
学
校

●
卓
球
女
子
団
体
（
内
海
中
学
校
）
シ
ン
グ
ル
ス
（
大
場
江

里
奈
）
僧
都
中
学
校　

ダ
ブ
ル
ス
（
大
西
晶
与
・
中
村
真
理

子
）
内
海
中
学
校
●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
団
体
（
篠
山
中
学

校
）
個
人
（
増
田
玲
往
・
河
野
雄
希
）
御
荘
中
学
校
●
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
女
子
団
体
（
一
本
松
中
学
校
）
個
人
（
宮
本
理
加
・

光
井
綾
）
一
本
松
中
学
校　

第
57
回
南
宇
和
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会（
一
部
）
が
開
催

篠山中学校 VS御荘中学校

  

久
良
小
学
校
5
・
6
年
生
（
12
名
）、
久
良
保
育
所
園
児
が
、

久
良
漁
協
の
ヒ
ラ
メ
放
流
事
業
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
天
嶬
鼻
沖
他
で
、
四
千
匹
の
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
を
放
流
し

ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
魚
を
つ
か
む
の
に
苦

労
し
な
が
ら
も
、「
大
き
く
な
っ
て
ね
」
と
、

楽
し
そ
う
に
放
流
す
る
と
と
も
に
、
海

か
ら
見
る
雄
大
な
ふ
る
さ
と
久
良
や

愛
南
町
の
風
景
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
町
が
各
漁
協
に
水

産
事
業
振
興
費
と
し
て
助
成
し
、
実

施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
漁
獲
量
に

も
そ
の
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

5/29～31

久
良
小
学
校
児
童
と
久
良
保
育
所
園
児
が
ヒ
ラ
メ
放
流
に
参
加

うわ～！速いね！

滑って、捕まえにくいよ～！

5/18

   

緑
小
学
校
で
は
、「
青
少
年
赤
十
字
登
録
式
」
が
行

わ
れ
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
望
ま
し

い
人
格
と
精
神
を
形
成
し
よ
う
と
、
児
童
も
決
意
を
新

た
に
誓
い
ま
し
た
。
同
校
で
は
、
年
間
計
画
を
立
て
、

ゴ
ミ
０
運
動
な
ど
の
奉
仕
作
業
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。 緑

小
学
校
で
「
青
少
年
赤
十
字
登
録
式
」
開
催

6/4

深
浦
小
学
校
に
新
プ
ー
ル
完
成

　

深
浦
小
学
校
で
は
、
施
設
の
老
朽
化
に

よ
り
、
25
ｍ
×
4
コ
ー
ス
、
小
プ
ー
ル

8
ｍ
×
4
ｍ
、
シ
ャ
ワ
ー
や
更
衣
室

等
の
設
備
を
整
え
た
新
し
い
プ
ー

ル
が
完
成
し
、
児
童
や
地
区
住
民

が
大
漁
旗
を
飾
り
祝
い
ま
し
た
。

　

松
田
宗
治
校
長
は
「
教
室
か

ら
工
事
の
様
子
を
眺
め
、
子
供
た

ち
と
一
緒
に
完
成
を
待
ち
わ
び
た
」

と
、
喜
び
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

早く泳ぎたいよう！

6/4
　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
高
知
県
宿
毛
市
片
島

中
学
校 

・ 

宿
毛
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
内
海
中
学
校

音
楽
部
、
城
辺
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
南
宇
和
高
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
「
第
１
回
あ
い
な
ん
学
生
音
楽

祭
」
が
開
催
さ
れ
、
３
５
０
名
が
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
音
楽
祭
は
「
４
月
３０
日
に
開
催
さ
れ
た
宿
毛

市
で
の
音
楽
祭
に
、
南
宇
和
高
校
吹
奏
楽
部
が
参

加
し
た
時
に
、
中
学
校
も
交
え
た
合
同
音
楽
祭
を

実
施
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
あ

り
、
今
回
の
企
画
が
実
現
し
た
」
と
、
南
宇
和
高

校
を
指
導
さ
れ
て
い
る
土
居
俊
一

先
生
が
開
催
の
経
緯
を
話
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
子
供

た
ち
の
自
信
に
満
ち
た
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
演
奏
を
聞

き
、
心
躍
る
一
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
こ
の
よ
う
な

音
楽
祭
を
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
し
、

も
っ
と
多
く
の
学
校
に
参

加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し

た
。 第

1
回
あ
い
な
ん
学
生
音
楽
祭
開
催

ありがとう！
感動のフィナーレ

「いつもの調子でね」
ー内海中音楽部ー

む
ね
よ
し

し
ゅ
ん
い
ち
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生 活 得 々 情 報 くらしの情報満載！
これは知っておとく便利！

一
本
釣
り
に
か
け
る
！

吉田真
しんいち

一さん（武者泊）

3

　

吉
田
さ
ん
は
、
幼
少
の
頃
か
ら
漁
師

に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
持
た
れ
、
南

宇
和
高
校
卒
業
後
は
お
父
さ
ん
の
一
本

釣
り
を
手
伝
い
な
が
ら
、
漁
師
の
道
を

め
ざ
し
、
22
歳
か
ら
自
分
の
船
「
こ
ん

や
」
を
購
入
し
て
、
一
本
釣
り
や
船
釣

り
で
生
計
を
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
実
家
は
民
宿
「
こ
ん
や
」
を
経
営

さ
れ
て
お
り
、
お
父
さ
ん
や
真
一
さ
ん

の
釣
っ
た
新
鮮
な
魚
を
お
母
さ
ん
が
料

理
を
し
て
、
宿
泊
さ
れ
る
方
に
提
供
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
豊
か
な
海
と

と
も
に
、
い
き
い
き
と
生
き
て
い
る
一

家
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
ん
な
環
境

の
中
、
青
年
漁
業
後
継
者
と
し
て
、
今

後
ま
す
ま
す
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
吉

田
さ
ん
に
、
仕
事
や
今
後
の
夢
、
そ

し
て
、
ふ
る
さ
と
武
者
泊
で
の
生
活

の
様
子
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

日
焼
け
し
た
海
の
男
ら
し
い
風
貌

の
吉
田
さ
ん
は
、
「
海
が
好
き
で
、

仕
事
も
楽
し
い
。
漁
は
、
４
月
か
ら

６
月
は
イ
サ
ギ
、
７
・
８
月
は
ス
ル

メ
イ
カ
、
冬
場
は
ブ
リ
や
タ
イ
な
ど

を
釣
っ
て
い
る
。
船
釣
り
客
は
、
遠

く
は
神
戸
市
や
岡
山
市
な
ど
か
ら
来

て
く
れ
て
い
る
。
漁
師
以
外
に
も
、

ダ
イ
ビ
ン
グ
や
遊
び
と
し
て
の
釣
り

な
ど
、
海
以
外
で
の
遊
び
は
あ
ま
り

興
味
が
な
い
。
ま
た
、
現
在
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
閉
じ
て
い
る
が
、
早
く

復
旧
し
て
、
西
海
の
豊
か
な
海
と
魚

を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と
、

海
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
生
活
の

様
子
を
伺
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
武
者
泊
地
区
は

64
世
帯
、
１
６
３
人
（
６

月
１
日
現
在
）
が
お
住
ま

い
で
す
。
吉
田
さ
ん
は
、

「
こ
の
地
区
に
は
、
30

〜
40
代
が
３
人
し
か
い
な

い
。
寂
し
い
け
ど
、
仕
方

が
な
い
。
で
も
、
互
い
に

助
け
合
う
風
土
が
あ
る
こ

の
地
区
が
好
き
だ
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
最
近
は
、
海
も
汚
れ
て

き
た
し
、
魚
の
値
段
も
下

が
っ
て
き
た
が
、
死
ぬ
ま
で
漁
師
が
で

き
れ
ば
、
そ
れ
で
い
い
。
こ
れ
か
ら
漁

協
合
併
も
あ
る
が
、
町
も
自
分
の
よ
う

な
漁
師
を
生
か
す
Ｐ
Ｒ
方
法
を
模
索
し

て
ほ
し
い
」
と
、
あ
ま
り
多
く
を
語
ら

な
い
吉
田
さ
ん
に
お
会
い
し
て
、
「
海

の
男
」
を
感
じ
ま
し
た
。
漁
師
は
、

飾
っ
た
言
葉
で
は
な
く
、
「
取
っ
た
魚

の
大
き
さ
や
量
で
そ
の
価
値
は
決
ま

る
」
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。　

今
回
の
取
材
を
通
じ
て
、
幸
せ
と
か
、

生
き
る
こ
と
の
意
味
な
ど
、
深
く
自
分

の
生
き
方
を
見
つ
め
直
す
機
会
に
な
り

ま
し
た
。
最
後
に
、
漁
を
終
え
、
漁
港

へ
迎
え
に
こ
ら
れ
た
子
供
さ
ん
と
奥
さ

ん
の
安
心
し
た
笑
顔
に
触
れ
、
幸
せ
と

は
、
互
い
に
支
え
あ
う
人
が
側
に
い
る

こ
と
か
な
？
と
、
わ
が
子
の
笑
顔
が
浮

か
ん
だ
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
本
松
国
民
体
育
館
横
に
あ
る
愛
南
町
民

プ
ー
ル(

一
本
松
プ
ー
ル)

を
愛
南
町
内
の
一

般
住
民
の
方
に
、
無
料
開
放
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
、
体
力
増
進
や
健
康
維
持
に
役

立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

○
利
用
期
間  

　

７
月
２
日
〜
９
月
11
日
ま
で
の
土
曜
日
、

日
曜
日
、
海
の
日（
18
日
）

　
　

[

７
月
17
日
は
休
館
日]

○
利
用
時
間  

　

午
前
…
…
午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分

　

午
後
…
…
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
小
学
生
以
下
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
大
人

同
伴
と
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課(

℡  

７
３-

１
１
１)

又
は
一
本
松
公
民
館(

℡  

８
４-

１
２
５
２)

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

 

愛
南
町
民
プ
ー
ル
（
一
本
松
プ
ー
ル
）

開
放
及
び
利
用
に
つ
い
て
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心配ごと（弁護士）相談所
　●７月１２日（火）

　●西海町民会館　　

　　　　　　　　社会福祉協議会　西海支所

　　　　　　　　〈問合せ先〉８２－００６６

　●８月　９日（火）

　●城辺保健福祉センター 

　　　　　　　　社会福祉協議会　城辺支所

　　　　　　　　〈問合せ先〉７０－１０１１

生 活 得 々 情 報くらしの情報満載！
これは知っておとく便利！

愛
南
文
芸

  
親
子
も
の
づ
く
り
体
験
学
習
！

体
験
講
座
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！！

　

こ
の
講
座
は
、「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」

の
一
環
と
し
て
宿
毛
工
業
高
校
の
施
設
を
利

用
し
て
、
親
子
も
の
づ
く
り
体
験
学
習
を
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
夏

休
み
に
、
下
記
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
親
子

で
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

講 

座 

内 

容

手
づ
く
り「
万
華
鏡
」に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

（
小
学
生
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10
組

夏
休
み
宿
題
工
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

（
小
学
生
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10
組

貯
金
箱
・
プ
ラ
板
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
風
車

ひ
か
る
ド
ロ
ダ
ン
ゴ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

（
小
学
生
・
中
学
生
）…
…
…
…
…
…
20
組

木
工
製
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

（
小
学
生
・
中
学
生
）…
…
…
…
…
…
15
組

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
に

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10
組

　

パ
ソ
コ
ン
使
用（
小
学
生
・
中
学
生
）

電
気
工
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

（
小
学
校
高
学
年
・
中
学
生
）…
…
…
10
組

２
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
の
デ
モ
・
電
磁
ブ
ザ
ー
の
製
作

日   　

時　

８
月
６
日（
土
）
９
時
〜
12
時

場   　

所　

宿
毛
工
業
高
等
学
校

参

加

費　

無
料

対

象

者　

中
学
生
以
下
の
親
子

受
付
期
間　

７
月
19
日（
火
）〜
８
月
１
日（
月
）

（
土
・
日
を
除
く
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

ま
で
）
左
記
に
電
話
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

各
講
座
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
‥
宿
毛
工
業
高
等
学
校 (

０
８
８
０)

６
６
ー

０
３
４
６

　

城
辺
短
歌
会

前
山
の
尾
根
の
く
ぼ
み
に
湧
き
出
ず
る
深
浦
湾
の
霧
白
く
濃
し　
　
　
　
　

  

入
多　

渥
美

風
来
れ
ば
雛
波
起
こ
り
水
張
田
の
涼
し
き
か
も
よ
田
植
ゑ
の
近
し　
　
　
　

  

吉
田　

信
保

鍬
の
柄
に
も
た
れ
て
憩
ふ
畑
岸
に
淡
き
ス
ミ
レ
の
花
の
一
群　
　
　
　
　
　

  

藤
森
多
摩
子

も
く
せ
い
の
枝
切
り
払
え
ば
真
白
な
る
さ
つ
き
見
え
た
り
日
差
し
の
中
に　

  

長
田
ハ
ル
子

残
し
お
き
し
虎
屋
の
よ
う
か
ん
切
り
分
け
て
花
苗
植
ゑ
ゐ
る
夫
に
声
か
く　

  

前
田　
　

充

　

城
辺
俳
句
会

忘
れ
た
き
こ
と
あ
り
余
生
山
笑
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

倉
田
美
津
枝

少
女
へ
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
春
夕
焼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

大
和
田
い
そ
子

初
蝉
や
海
へ
と
続
く
径み

ち

歩
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　

田
口　

久
子　

永
き
日
は
母
の
呼
び
声
聞
か
ぬ
ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

寺
岡　

明
美

花
見
酒
ぼ
ん
ぼ
り
も
揺
れ
人
も
揺
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

中
川　

八
重

　

城
辺
川
柳
会

「
そ
ろ
そ
ろ
」

い
い
匂
い
そ
ろ
そ
ろ
孫
も
お
年
頃　
　
　
　

茶さ

か

な

ん

花
南

そ
ろ
そ
ろ
と
歩
く
し
び
れ
の
切
れ
た
足　
　

玉た

ま

こ子

そ
ろ
そ
ろ
で
も
兎

う
さ
ぎ

に
勝
っ
た
亀
も
あ
る　
　

南な

ん

ほ帆

そ
ろ
そ
ろ
と
足
腰
か
ば
い
散
歩
す
る　
　
　

律り

つ

こ子

そ
ろ
そ
ろ
と
出
番
だ
バ
ト
ン
握
り
し
め　
　

栄え

い

こ子

五
臓
六
腑
そ
ろ
そ
ろ
世
話
を
か
け
た
が
る　

暁ぎ
ょ
う

半
世
紀
そ
ろ
そ
ろ
当
た
れ
宝
く
じ　
　
　
　

あ
き
子こ

そ
ろ
そ
ろ
と
恋
が
め
ば
え
る
孫
娘　
　
　
　

八や

え

こ

重
子

そ
ろ
そ
ろ
と
わ
か
っ
た
顔
し
美
術
展　
　
　

一い

ち

え会

待
ち
合
せ
そ
ろ
そ
ろ
鏡
み
て
化
け
る　
　
　

百も

も

よ代

介
護
の
手
そ
ろ
そ
ろ
愛
の
匙さ

じ

加
減　
　
　
　

南な
ん
せ
ん
し

扇
子

そ
ろ
そ
ろ
と
行
こ
う
傘さ

ん
じ
ゅ寿
は
も
う
す
ぐ
だ　

渥あ

つ

み美

  

祭
り
の
お
知
ら
せ
！

夏
祭
り
！！

　

◆
一
本
松
夏
祭
り

日　
　

時　

７
月
17
日（
日
）

場　
　

所　

一
本
松
地
区
周
辺

☆
プ
ロ
グ
ラ
ム
☆

①
ち
び
っ
子
宝
く
じ

②
花
火

③
一
本
松
音
頭

④
歌
謡
シ
ョ
ー

⑤
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
販
売

　

◆
山
出
憩
い
の
里
温
泉
ま
つ
り

日　
　

時　

７
月
17
日（
日
）

場　
　

所　

山
出
憩
い
の
里
温
泉

☆
プ
ロ
グ
ラ
ム
☆

①
ア
マ
ゴ
の
つ
か
み
取
り

②
も
ち
ま
き

③
郷
土
料
理
の
販
売

　

◆
城
辺
夏
祭
り

日　
　

時　

８
月
１
日（
月
）
18
時
〜

場　
　

所　

城
辺
商
店
街
他

☆
プ
ロ
グ
ラ
ム
☆

①
作
品
展（
城
の
辺
学
習
館
）

②
笹
提
灯
飾
り（
終
日
）城
辺
商
店
街

③
城
辺
小
学
校
鼓
笛
隊

④
城
辺
サ
ン
バ
踊
り

⑤
城
辺
音
頭（
城
辺
商
店
街
歩
行
者
天
国
内
）

⑥
歌
謡
シ
ョ
ー
城
辺
出
身
菊
田
朱
美
バ
ン
ド

グ
ル
ー
プ「
テ
ノ
ヒ
ラ
」
商
工
会
前
屋
外
ス

テ
ー
ジ（
雨
天
時 

社
会
福
祉
会
館
大
ホ
ー
ル
）

⑦
花
火
大
会（
役
場
本
庁
裏
し
お
り
あ
ん
橋
下
流
）

　

◆
う
ち
う
み
夏
祭
り

日　
　

時　

８
月
10
日（
水
）
18
時
40
分
〜

場　
　

所　

須
ノ
川
公
園

☆
プ
ロ
グ
ラ
ム
☆

①
も
ち
ま
き

②
園
児
ま
つ
り

③
チ
ャ
リ
テ
ィ
抽
選
会

④
花
火
大
会（
20
時
40
分
〜
21
時
10
分
）　
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生 活 得 々 情 報 くらしの情報満載！
これは知っておとく便利！

地区名 子の名 保護者

家　　串 細　川　拓
たく

　海
み

浩　志

城辺甲 増　本　拓
たく

　流
る

茂　樹

城辺甲 濵　部　穂
ほ の か

乃香 純　司

御荘平山   宮　田　　　輝
ひかる

賢　司

久　　良 宮　元　愛
まな

　果
か

和　男

蓮乗寺 大　木　優
ゆう

　菜
な

進之介

地区名 亡くなった方 享年

満　倉 和　泉　ヤヱ子
こ

78歳

御荘長月 山　口　シゲノ 84歳

平　碆 中　川　浪
なみ

　一
いち

77歳

城辺甲 細　川　梅
うめ

　行
ゆき

75歳

久　良   本　多　　　與
あたえ

65歳

下久家 中　野　國
くに

　廣
ひろ

58歳

緑　乙 小　倉　道
みち

　子
こ

78歳

御荘平城 小　川　喜
き く ま

久馬 84歳

平　碆 中　尾　政
まさ

　利
とし

91歳

久　良 中　道　ミヨコ 81歳

御荘平城 池　田　キクヱ 87歳

小成川 齋　藤　八
や え こ

重子 80歳

中　浦   岡　﨑　　　香
かおる

63歳

深　浦   岩　井　　　勝
まさる

79歳

城辺甲 塚　岡　良
よし

　和
かず

66歳

内　泊 齋　藤　重
しげ

　文
ふみ

80歳

御荘平城   山　田　　　洵
まこと

66歳

城辺甲 沖　　　春
はる

　一
いち

84歳

城辺甲 清　水　ム　ラ 83歳

御荘長洲 山　口　節
せつ

　子
こ

73歳

中　川 田　中　國
くに

　子
こ

92歳

広　見 宮　下　益
ます

　吉
きち

75歳

城辺甲 浅　井　トキワ 97歳

僧　都 草木原　幸
こう

　二
じ

80歳

御荘平城 田　手　逸
いつ

　男
お

80歳

一本松 谷　口　ミサヲ 68歳

中　浦 山　田　三
さぶ

　郎
ろう

78歳

御荘平城 中　井　シ　ズ 84歳

猿　鳴 佐々木　剛
たか

　志
し

76歳

御荘平城 鈴　木　ヨシノ 100歳

お誕生おめでとう

ご冥福をお祈りします

※上記情報は、広報紙掲載に対して、

　ご家族等に同意をいただいております。

（５月受付分）

（５月受付分）

  

平
成
17
年
度
の
募
集
を
し
ま
す
！

自
衛
官
募
集

募
集
項
目　

２
等
陸
・
海
・
空
士（
男
・
女
）

資　
　

格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方（
男
・
女
）

受
付
期
間　

男
子
…
年
間
を
通
じ
受
付

　
　
　
　
　

女
子
…
８
月
１
日
〜
９
月
８
日

試
験
期
日
（
第
１
次
試
験
）

　

男
子
…
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

女
子
…
９
月
25
日（
日
）・
26
日（
月
）

問
合
せ
先　

〒
７
９
８
ー

０
０
３
０
宇
和
島
市
曙
町
宇
和

島
市
役
所
８
階　

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部

宇
和
島
募
集
事
務
所

℡   (

０
８
９
５)

２
２
ー

３
３
６
５
又
は
、

℡   (

０
８
９
５)

２
４
ー

１
１
１
１（
内
線
３
８
２
）

又
は
本
庁
総
務
課
募
集
事
務
窓
口

  まちの人口  愛　南　町 平成17年6月1日現在

人　口　9,363人
　男　　4,444人
　女　　4,919人
世帯数　3,707戸

人　口　28,275人 　    男 13,256人      　 女 15,019人       世帯数　11,213戸

人　口　4,251人
　男　　1,974人
　女　　2,277人
世帯数　1,472戸

人　口　3,070人
　男　　1,441人
　女　　1,629人
世帯数　1,300戸

人　口　9,304人
　男　　4,356人
　女　　4,948人
世帯数　3,917戸

人　口　2,287人
　男　　1,041人
　女　　1,246人
世帯数　  817戸

西　海御　荘 城　辺 一本松 内　海

 県立南宇和病院の「さわやか」医療情報
県立南宇和病院　皮膚科 森戸　浩明先生

皮膚科疾患だけでなく「形成外科疾患」も取り扱います。

　昨年より当院に勤務しております。湿疹や蕁麻疹、カビ、

細菌、ウイルス、ダニやハチやネコなどの動物による皮膚

疾患をはじめ、皮膚潰瘍、水疱性疾患、炎症性角化症など、

皮膚科疾患を全般に診療しておりますが、形成外科疾患も

取り扱います。形成外科疾患というのは、先天性の体表異

常(口唇裂やアザなど)、皮膚の良性、悪性の腫瘍(おできや

ほくろのガンなど)、指や顔面の外傷、火傷、ケロイドや傷跡、わきが、まきづ

め等です。治療の幅を拡げ、時代遅れにならぬよう努力していきたいと思いま

す。

　

愛
媛
県
で
は
、
本
年
度
か
ら
導
入
し
た
森

林
環
境
税
を
活
用
し
て
、
「
愛
媛
県
森
林
環

境
保
全
基
金
公
募
事
業
」（
随
時
募
集
）「
森
林

づ
く
り
活
動
支
援
事
業
」（
随
時
募
集
）
等
を

実
施
し
、
森
林
の
利
活
用
等
の
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
「
森
林
づ
く
り
推
進
の
た
め

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
ポ
ス
タ
ー
原
画
」（
９
月
10

日
必
着
）
等
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
、
愛
媛
県
に
お
い
て
、
意
欲
的
な
森
林
経

営
者
の
育
成
を
目
的
と
す
る
「
森
林
経
営
セ

ミ
ナ
ー
受
講
生
」（
県
下
全
体
で
先
着
15
名
）

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

問
い
合
せ
・
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
愛

南
町
森
林
林
業
班
（
℡  
０
８
９
５
ー

７
２
ー

０
９
３
１
）
ま
た
は
、
本
庁
農
林
課
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

  

一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う

森
林
環
境
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

～南宇和病院事務局より担当医師を紹介いたします。皆さん宜しくお願いします。～

内科：鶴岡高
たかし

志・北條宣
のぶまさ

政・羽
はばら

原宏
ひろかず

和

外科：松田良
りょういち

一・秋田　聡
さとし

・松野裕
ゆうすけ

介

小児科：宮崎正
まさあき

章・井上直
なおみつ

三

整形外科：仁井田卓
たかし

・渡邉誠
せいじ

治

脳神経外科：柳田　一
はじめ

　以上の18名の医師で医療の充実に努めています。
　その他産婦人科・麻酔科・内科については、県立中央病院及び一本松病院から
派遣を依頼しています。

皮膚科：森戸浩
ひろあき

明

泌尿器科：米田文
ふみお

男・寺本好
よしつぐ

浩

眼科：西脇幹
みきお

雄・宇
う だ

田高
たかひろ

広

耳鼻咽喉科：青野　央
ひさし

放射線科：三原　浩
ひろし

　

◆
西
海
夏
祭
り

日　
　

時　

８
月
16
日（
火
）

場　
　

所　

西
海
町
民
会
館
前

☆
プ
ロ
グ
ラ
ム
☆

①
西
海
音
頭
パ
レ
ー
ド

②
く
じ
付
き
も
ち
ま
き

③
花
火

◆
御
荘
夏
祭
り

日　
　

時　

８
月
21
日（
日
）…
予
定　



愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。
皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。
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・
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編　集　後　記
　サッカーファンの私は、６・８、日本代
表チームのドイツワールドカップ出場。
この日の感動はしばらくの間忘れないだ
ろうと、今は思っています。その理由
は、遠くタイでの決定戦に詰め掛けた多
くのサポーターの姿を見て、その瞬間に
立ち会うために係る経費等、その情熱に
脱帽するとともに驚いているからです。
これだけ、多くの人を一つにするものは
何なのか？それは「スポーツの魅力よ」
という言葉では語り切れない「魔力」み
たいなものをスポーツに感じています。
　私は、世の中のいやなこと（景気の低
迷や政治不信など）も忘れ、熱く燃えて
みたいという願望は誰しもあるだろうと
思っていますが、その見事に結実した一
つの形として、日本代表サッカーチーム
サポーターの姿があるのではと感じてな
りません。
　やはり、「忘れることで、新しいものが
蓄積される」といわれるように、いい意
味で、リセットして新しいものを蓄積し
ていきたいと思っています…。

　上の写真は、広報編集委員の濱
はまもと

本秀
ひで お

雄さん（船越）が外泊地区周辺から撮影した鹿島で
す。鹿島全景、特に裏側は、普段は見ることが少ないのではないでしょうか。これから、
海のお花畑と評される鹿島の賑わう季節が来ます。皆さん、水難事故に気をつけ、愛南の
美しい海を満喫しましょう。


